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研究題目（和文）：  

点滴灌漑下における肥料分布の温室効果ガス発生への影響 
 
研究概要（和文）：  

農地からの温室効果ガス発生の抑制と食糧生産の維持を同時に満足する必要に迫られている。

点滴灌漑は水分・養分利用効率の面から優れているので、特に窒素肥料を起源とする温室効果ガス

である亜酸化窒素ガス(N2O)の発生抑制に有効ではないかと考えた。本申請研究では、点滴灌 漑

下において液肥適用を制御することによって土壌中における肥料分布を変化させて、硝化・脱 窒に

よる N2O 発生への影響を把握し、N2O 削減と収量維持に対して適切な液肥管理法を開発する 事

を目的とする。 
 


